
主な内容

発行／栄村役場発行／栄村役場

■令和２年度水害対策訓練について

■国民健康保険について

■各種お知らせ

■栄村の給与等について

■村誌編纂室から ほか
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　「学びの坂」表示板が古くなったため、平成７・
８年度の栄中職員有志の皆さんが、表示板を新たに
製作し、寄贈してくださいました。
　令和２年６月30日㈫に行われた表示板贈呈式に
は、当時の校長であった丸山茂彦さん（写真左端）
と教頭であった田中妙子さん（写真左２人目）が来
校し、表示板の除幕が行われました。

～「学びの坂」表示板が寄贈されました～

令和２年

第441号
８月号

広　報



（2）広 報 さ か え令和２年８月１日

栄
村
水
害
対
策
訓
練

～
水
害
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
～

　

７
月
27
日
㈪
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
令
和
２
年
度
栄
村
水
害
対
策
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
昨
年
10
月
の
令
和
元
年
度
東

日
本
台
風
災
害
時
の
村
の
災
害
対
策
本
部
の
対
応

に
つ
い
て
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
教
訓
を

活
か
し
て
、
的
確
に
災
害
対
応
に
あ
た
る
た
め
の

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
と
情
報
伝
達
の
訓
練
を

行
い
、
村
の
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
る
目
的
で

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
役

場
の
災
害
対
策
本
部
と
西
部
重
機
格
納
庫
に
設
置

し
た
現
地
対
策
本
部
、
秋
山
支
所
を
W
E
B
会
議

シ
ス
テ
ム
で
つ
な
ぎ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
現
地
の

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
災
害
対
策
本
部
の
意
思

決
定
と
各
部
署
に
指
示
・
連
絡
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
台
風
被
害
を
受
け
た
箕
作
区
と

月
岡
区
の
区
長
・
防
災
有
識
者
と
し
て
消
防
団
長

経
験
者
の
皆
さ
ん
に
も
訓
練
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
今
後
の
防
災
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、今
後
も
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
な
ど
、

水
害
等
の
災
害
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
現
地
対
策
本
部
設
置
訓
練

　

箕
作
地
区
の
西
部
重
機
格
納
庫
に
現
地
対
策
本

部
を
設
置
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
千

曲
川
の
水
位
・
東
本
地
区
の
映
像
を
交
え
な
が
ら
、

役
場
の
災
害
対
策
本
部
と
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。



広 報 さ か え（3） 令和２年８月１日

国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
へ
の
傷
病
手
当
の
支

給
に
つ
い
て

　

7
月
下
旬
ま
で
に
、
栄
村
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
、
新

し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
し
た
。

◆
新
し
い
「
被
保
険
者
証
」
へ
切
替
は

お
済
で
す
か
？

　

藤
色
の
被
保
険
者
証
は
、
令
和
2
年

7
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
、
令
和

2
年
8
月
1
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者

証
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、「
空
色
」

で
す
。
有
効
期
限
は
、
令
和
3
年
7
月

31
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険

者
証
は
、
個
人
情
報
が
わ
か
ら
な
い
よ

う
、
は
さ
み
等
で
裁
断
し
て
ご
自
身
で

処
分
願
い
ま
す
。

◆
70
歳
～
74
歳
の
方
へ

　

こ
の
度
の
被
保
険
者
証
か
ら
、
70
歳

～
74
歳
の
方
は
、
被
保
険
者
証
兼
高
齢

受
給
者
証
と
な
り
、
従
来
別
々
だ
っ
た

被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
（
緑
色

の
カ
ー
ド
）
が
1
枚
と
な
り
ま
す
。
69

歳
以
下
の
方
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

は
従
来
通
り
で
す
。

　

な
お
、
現
在
69
歳
で
、
こ
れ
か
ら
70

歳
を
迎
え
る
方
は
、
誕
生
月
の
翌
月
か

ら
一
体
化
証
を
使
用
で
き
る
よ
う
、
誕

生
月
の
月
末
ま
で
に
郵
送
に
て
交
付
し

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

◆
対
象
と
な
る
方

　

次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
方
へ
傷

病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
栄
村
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
（
加
入
し
て
い
た
方
）

・
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
、
又
は
発
熱
等
の
症
状

が
あ
り
当
該
感
染
症
が
疑
わ
れ
、
そ

の
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
。

・
3
日
間
の
待
機
期
間
後
、
4
日
目
以

降
の
お
休
み
期
間
に
、
給
与
等
（
有

給
休
暇
）
の
支
払
い
を
受
け
て
い
な

い
方
。（
給
与
等
の
日
額
が
傷
病
手

当
の
日
額
よ
り
少
な
い
場
合
は
差
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。）

※
栄
村
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
日

　

対
象
者
が
、
労
務
に
服
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
3

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
。

◆
1
日
当
た
り
の
支
給
額

　

直
近
の
連
続
し
た
3
か
月
間
の
給
与

収
入
の
合
計
額
を
就
労
日
数
で
除
し
た

金
額
の
3
分
の
2
相
当
額
。
但
し
、
上

限
支
給
額
は
3
0
，
8
8
7
円
。

◆
適
用
期
間

　

令
和
2
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
2
年

9
月
末
ま
で
の
間
で
、
療
養
の
た
め
労

務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
。

但
し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
最

長
で
1
年
6
か
月
ま
で
。

◆
申
請
方
法

　

役
場
窓
口
に
て
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
用
・
世
帯
主
用
・
事
業
主

用
・（
医
療
機
関
用
）
全
て
の
申
請
書

を
ご
記
入
の
上
、
本
人
確
認
書
類
を
添

付
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
民
生
課
住
民
福
祉
係
又

は
秋
山
支
所
に
用
意
し
て
あ
る
他
、
栄

村
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
の
添
付
書
類
は
申
請
者
に
よ

っ
て
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
。
ご

不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

＋

〈新〉

〈旧〉

被保険者証兼高齢受給者証
（空色）

被
保
険
者
証

（
藤
色
）

高
齢
受
給
者
証



（4）広 報 さ か え令和２年８月１日

土
砂
崩
れ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

克
雪
住
宅
事
業
の
募
集

住
宅
耐
震
診
断
・
住
宅

耐
震
改
修
事
業
の
募
集

栄
村
商
工
事
業
者
事
業

持
続
化
給
付
金
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
か
ら
10
月
頃
ま
で
台
風
等
に
よ

る
豪
雨
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

村
で
は
平
成
27
年
に
「
栄
村
防
災
マ

ッ
プ
」
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
村
内

の
地
図
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
再
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
栄
村
Ｈ
Ｐ
「
防
災
情
報
」
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
千
葉
県
に
お
い
て
土
砂
災
害

警
戒
区
域
外
の
3
箇
所
で
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
、
4
名
が
亡
く
な
る
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。「
指
定
区
域
外
だ
か

ら
安
全
」と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雨
が
続
い
た
場
合
、
ど
ん
な
斜
面
も
少

し
ず
つ
緩
ん
で
き
ま
す
。
自
宅
周
辺
の

状
況
を
点
検
し
、
危
険
の
回
避
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
危
険
箇
所
に
は

絶
対
に
近
づ
か
ず
、
役
場
担
当
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅
に
お
い
て
、
耐
震
診
断

を
実
施
（
費
用
は
村
が
負
担
）
し
、
耐

震
補
強
工
事
は
必
要
と
な
っ
た
際
、
工

事
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

◆
内
容

　

村
が
実
施
し
た
診
断
に
よ
る
精
密
耐

震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
1
・
0

未
満
で
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
総
合
評
点
が
0
・
7
以
上
か

つ
工
事
前
の
総
合
評
点
を
上
回
る
工
事

に
対
し
、
工
事
費
・
設
計
費
及
び
補
強

計
画
に
要
す
る
経
費
の
2
／
3
以
内
若

し
く
は
1
2
0
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
限
度
額　

1
2
0
万
円

※
申
請
者
が
補
助
交
付
申
請
を
行
う
日

の
属
す
る
年
の
前
年
度
の
所
得
が
、

以
下
の
額
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

・
給
与
所
得
の
み
の
方

　

収
入
金
額
：
1
，
4
4
2
万
円

・
そ
の
他
の
方

　

所
得
金
額
：
1
，
2
0
0
万
円

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

豪
雪
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
雪
下
ろ

し
に
よ
る
身
体
的
負
担
を
軽
減
し
、転
落

事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
村
が
行

う
克
雪
化
へ
の
支
援
に
対
し
て
県
が
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

◆
対
象
者

①
克
雪
住
宅
の
整
備
を
行
う
住
宅
の
所

有
者
又
は
借
受
者

②
村
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
当
該
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
者
又
は
克
雪
住

宅
の
整
備
に
併
せ
、
村
内
に
住
所
を

移
し
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
者

③
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

◆
対
象
工
法

・
融
雪
型
克
雪
住
宅

　

対
象
：
新
築
、
増
改
築
、
改
修

・
自
然
落
雪
型
克
雪
住
宅

　

対
象
：
改
修
の
み

・
雪
下
ろ
し
型
克
雪
住
宅

◆
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
1
／
5

　

高
齢
者
世
帯
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は

　

1
／
4

◆
補
助
上
限
額　

60
万
円

　

高
齢
者
世
帯
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は

　

75
万
円

※
事
業
着
手
前
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
事
業
収
入
が
減
少

し
た
商
工
事
業
者
に
対
し
、
村
独
自
の

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
事
業
者

　

村
内
で
商
工
業
を
営
む
法
人
及
び
個

人
事
業
主
の
う
ち
次
の
要
件
を
満
た
す

事
業
者

・
令
和
2
年
3
月
～
6
月
の
間
で
前
年

同
月
比
30
％
以
上
売
上
が
減
少
し
て

い
る
月
の
あ
る
事
業
者
の
う
ち
、
国

の
持
続
化
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な

い
事
業
者

◆
給
付
金
の
額

　
【
平
成
31
年
3
月
～
令
和
元
年
6
月

の
4
ヶ
月
間
の
売
上
合
計
額
】
─
【
令

和
2
年
3
月
～
令
和
2
年
6
月
の
4
ヶ

月
間
の
売
上
合
計
額
】
円
で
、
個
人
事

業
主
25
万
円
・
法
人
50
万
円
が
上
限

◆
申
請
方
法
・
申
請
書
様
式

　

栄
村
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５



広 報 さ か え（5） 令和２年８月１日

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

が
始
ま
り
ま
す
！

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

秋
山
地
区
防
災
消
防

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
中
止

の
お
知
ら
せ

栄
村
新
規
狩
猟
者
等
確
保

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

水
稲
共
済
加
入
農
家
の

皆
さ
ん
へ

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
予
約
を
し
た
人
を
対
象
に
、
選

択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
で
買
い
物
に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
国

が
付
与
す
る
仕
組
み
で
す
。（
ポ
イ
ン

ト
付
与
率
25
％
、
上
限
5
千
円
）

　

現
在
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
及

び
申
し
込
み
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
は
令
和
2
年
9
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
予
約
及
び
申
し
込
み
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

し
込
み
を
ご
希
望
の
方
は
早
め
の
申
請

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
最
新
の
情
報
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://m
ynum

bercard.point.
soum

u.go.jp

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
》

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
通
知
カ
ー

ド
と
一
緒
に
郵
送
さ
れ
た
交
付
申
請
書

を
提
出
す
る
こ
と
で
取
得
で
き
ま
す
。

交
付
申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
、
通
知

カ
ー
ド
受
け
取
り
後
に
住
所
や
氏
名
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
役
場
窓
口

に
て
交
付
申
請
書
を
再
発
行
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利

用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
申
請

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら
せ

　

本
年
も
8
月
下
旬
に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
施
設
や
団

体
に
お
い
て
消
防
訓
練
若
し
く
は
救
命

講
習
会
の
開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
、

栄
分
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

飯
山
消
防
署
栄
分
署

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

１
１
１
９

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
、
狩
猟
免
許
及
び
猟
銃
所
持
許

可
を
新
規
取
得
し
た
方
に
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

〇
対
象
者

①　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②　

取
得
後
、
栄
村
猟
友
会
に
入
会
し

有
害
鳥
獣
駆
除
に
従
事
で
き
る
方

〇
補
助
率

　

2
分
の
1
以
内

　
（
45
歳
未
満
の
方
は
4
／
5
以
内
）

〇
申
請
方
法

・
狩
猟
免
許
及
び
猟
銃
所
持
許
可
取
得

後
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
時
に
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
取
得
に
係
る
領
収
書
は
全
て

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
・
提
出
先
】

　

産
業
建
設
課　

農
林
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

■
令
和
２
年
産
水
稲
の
被
害
届
受
付
開
始

◇
対
象
被
害

　

減
収
が
見
込
ま
れ
る
自
然
災
害
・
病

害
虫
・
獣
害
等

◇
申
込
方
法

　

各
戸
配
布
の
損
害
通
知
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
長
野
県
農
業
共
済

組
合
北
信
支
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
締
切

　

令
和
2
年
9
月
4
日
㈮

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
農
業
共
済
組
合　

北
信
支
所

　

農
畑
作
物
係

　

☎
０
２
６
─

２
１
９
─

２
８
９
２

る
村
を
目
指
し
、
地
域
で
支
え
る
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

8
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場
所

　

栄
村
役
場　

か
た
く
り
ホ
ー
ル

◆
内
容

　

D
V
D
を
観
な
が
ら
楽
し
く
認
知
症

の
症
状
や
接
し
方
を
学
び
ま
す

◆
対
象

　

村
民
の
方
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す

※
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
万
全
に
願

い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
０
１

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
か
ら

交
付
ま
で
一
定
の
期
間
（
1
～
2
か

月
）
を
要
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４
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区分 住民基本台帳人口
（平成30年１月１日）

職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費B／A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

平成30年度 1,931人 73人 257,449千円 28,200千円 103,755千円 389,404千円 5,334千円

区分 住民基本台帳人口
（平成31年１月１日）

職員数
Ａ

　給　与　費 一人当たり
給与費B／A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

令和元年度 1,854人 72人 246,990千円 31,337千円 98,669千円 376,996千円 5,236千円

１　職員給与費の状況（平成30年度決算・令和元年度決算）	

（注）　１　職員手当には退職手当を含みません　　２　職員数は、４月１日現在の人数です

５　年齢別職員構成の状況（令和２年４月１日現在）

区分 20歳
未満

20歳
～23歳

24歳
～27歳

28歳
～31歳

32歳
～35歳

36歳
～39歳

40歳
～43歳

44歳
～47歳

48歳
～51歳

52歳
～55歳

56歳
～59歳

60歳
以上 計

職員数 1 1 3 9 7 6 9 9 5 9 9 0 68人
割　合 1.5% 1.5% 4.4% 13.2% 10.3% 8.9% 13.2% 13.2% 7.4% 13.2% 13.2% 0% 100%

４　職員の初任給の状況（令和２年４月１日現在）

区　　分 栄　村 長野県 国

一般行政職
大学卒 186,000円 186,000円 182,200円

高校卒 153,700円 153,700円 150,600円

３　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成31年４月１日現在）
一般行政職

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

栄　村 42.8歳 298,255円 323,896円

長野県 45.4歳 337,900円 372,575円

国 43.4歳 329,433円 411,123円

都道府県平均 42.9歳 325,365円 368,214円

２　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）　１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

90

92

94

96

98

100

（H29）
94.9 （H30）

94.2

栄　村 県内町村平均 長野県

（R1）
94.1

（H29）
95.2 

（H30）
95.4

（R1）
95.4

（H29）
99.9

（H30）
100.2

（R1）
100.4

栄村の給与等についてお知らせします
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６　期末手当・勤勉手当

栄　　村 長 野 県 国

１人あたり平均支給額（平成30年度）
1,410千円

１人あたり平均支給額（平成30年度）
1,736千円

（平成30年度支給割合）
期末手当　2.6 月分
勤勉手当　1.85月分

（平成30年度支給割合）
期末手当　2.6 月分
勤勉手当　1.85月分

（平成30年度支給割合）
期末手当　2.6 月分
勤勉手当　1.85月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算５～15%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算５～20%　管理職加算15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算５～20%　管理職加算10～25％

７　退職手当（令和２年４月１日現在）

栄　　村 国

（支給率）
勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

自己都合
19.669月分
28.039月分
39.757月分
47.709月分

定年・応募認定
24.586月分
　33.27月分
47.709月分
47.709月分

（支給率）
勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

自己都合
19.669月分
28.039月分
39.757月分
47.709月分

定年・応募認定
24.586月分
　33.27月分
47.709月分
47.709月分

８　時間外勤務手当
支給実績（平成30年度） 2,888千円
職員１人あたり平均支給額（平成30年度） 40千円
支給実績（令和元年度） 3,306千円
職員１人あたり平均支給額（令和元年度） 46千円

９　特別職の報酬等の状況（令和２年４月１日現在）

※１　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期勤めた場合における
退職手当の見込額です。

区　　分 給 料 月 額 等

給　

料

村 　  長
副 村 長
教 育 長

606,000円
514,000円
465,000円

報　

酬

議 　  長
副 議 長
常 任 委 員 長
議会運営委員長
議  　 員

221,000円
146,000円
134,000円
134,000円
129,000円

期
末
手
当

村 　  長
副 村 長
教 育 長

3.35月分（令和２年度支給割合）

議 　  長
副 議 長
常 任 委 員 長
議会運営委員長
議  　 員

3.35月分（令和２年度支給割合）

退
職
手
当

村 　  長
副 村 長
教 育 長

（算定方式）
606,000円×　20.4（支給率）
514,000円×12.192（支給率）
465,000円×　6.84（支給率）

（１期の手当額）　　※１（支給時期）
　12,362千円　　　　　任期毎
　　6,267千円　　　　　任期毎
　　3,181千円　　　　　任期毎
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りよだ健保

　

６
月
30
日
㈫
、
自
然
部
会
７
名
は
群

馬
県
中
之
条
町
野の

反ぞ
り

湖こ

か
ら
切
明
ま
で

の
自
然
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　

朝
７
時
に
湖
畔
を
出
発
し
、
登
山
道

を
歩
い
て
40
分
で
県
境
の
地
蔵
峠
に
到

着
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
栄
村
域
に

な
り
ま
す
。
沢
の
水
質
や
動
植
物
調
査

等
を
行
い
な
が
ら
午
後
５
時
に
切
明
に

到
着
し
ま
し
た
。
万
歩
計
は
３
万
１
千

歩
を
計
測
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
津
川
に
注
ぎ
込
む
９
筋
の
沢
水
の

う
ち
ハ
ン
ノ
キ
沢
と
北
沢
は
酸
性
で
し

た
が
、
他
は
す
べ
て
中
性
で
し
た
。
両

生
類
で
は
、
Ｐ
Ｈ
４
・
６
の
強
酸
性
の

北
沢
で
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
確

認
し
ま
し
た
。
鳥
類
は
、
終
日
雨
降
り

の
た
め
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
な
ど
亜

❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

高
山
で
繁
殖
す
る
鳥
の
声
は
聞
こ
え
ま

し
た
。
植
物
で
は
、
長
野
県
版
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
類
の
オ
ク

ヤ
マ
シ
ダ
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
０
０
株
以
上
の
キ
ヌ
ガ
サ
ソ
ウ
の
群

落
を
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

一
帯
は
、
原
生
的
な
自
然
が
残
っ
て

い
る
深
山
幽
谷
の
地
と
し
て
、
佐
武
流

山
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

３
万
１
千
歩
の
自
然
調
査歩道崩落、沢を横断

キヌガサソウの群落

健診結果報告会を開催します！

ご都合のつかなかった方には、後日、保健師がお届けいたします。

　以下の日程で、6月に行った健診の結果をお返しいたしますのでお越しください。

持ち物：健康手帳・健康づくりスタンプカード（お持ちの方）

日 に ち 受 付 時 間 場　　所 対　象　地　区

８月６日㈭

9:00〜10:00 野田沢公民館 野田沢・大久保・天池

10:30〜11:30 月岡公民館 月岡・小滝

13:00〜14:30 箕作公民館 箕作・泉平

８月７日㈮
9:00〜10:00 志久見公民館 雪坪・志久見・柳在家・切欠・長瀬

10:30〜11:30 北野公民館 北野・中野・極野・坪野・天代・笹原・当部・原向
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ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
ご
存
じ
で
す
か

は
、
半
日
陰
の
林
の
中
の
道
沿
い
や
比
較

的
灌
木
の
少
な
い
明
る
い
林
の
中
な
ど
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
産
卵
の

た
め
に
飛
び
や
す
い
場
所
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
食
草
が
あ
っ
て
も
、
周
り
が

深
い
藪
に
な
っ
て
い
た
ら
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は

産
卵
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
あ
る
程
度

群
落
に
な
っ
て
い
な
い
と
産
卵
で
き
な
い

の
で
す
。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
生
き
て
い
く
に
は
、
食

草
の
ほ
か
に
も
カ
タ
ク
リ
や
ス
ミ
レ
の
仲

間
な
ど
、蜜
を
吸
う
た
め
の
植
物（
蜜
源
植

物
）が
必
要
で
す
。言
い
換
え
れ
ば
、栄
村

の
多
様
な
自
然
こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。

豊
か
な
自
然
を
栄
村
の
文
化
に

　

ど
う
し
た
ら
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
こ
れ
か

ら
こ
の
村
で
絶
え
る
こ
と
な
く
、
子
や
孫

の
世
代
ま
で
生
き
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う

か
。『
今
後
、
採
集
禁
止
な
ど
村
の
条
例

を
新
た
に
作
り
、
規
制
し
て
い
く
こ
と
も

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
雪
解
け
と
と
も
に
現
れ

る
小
型
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
で
す
。

し
か
し
そ
の
数
が
減
少
し
、
全
国
各
地
で

保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
4
月
か
ら
栄
村
の
希

少
な
動
植
物
と
し
て
、
ま
ず
ギ
フ
チ
ョ
ウ

を
中
心
に
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
県
内
外
か
ら
多
く
の
採
集
者

が
毎
年
こ
の
村
に
来
て
お
り
、
地
元
の
皆

さ
ん
か
ら
、「
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
減
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。」
と
、
心
配
す
る

声
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。『
栄

村
で
獲
ら
れ
た
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
ネ
ッ
ト
販

売
さ
れ
て
い
る
例
』
も
あ
り
ま
す
。
同
じ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
で
も
少
し
色
合
い
が
変
わ
っ

た
個
体
は
、
時
に
高
額
な
値
が
つ
く
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告

　

実
際
に
栄
村
で
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
減
っ
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
今
年
1
年
の
調
査
で

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
減
少
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
マ
ニ
ア
に
よ
る
採
集
と
と
も

に
、
里
山
の
環
境
変
化
な
ど
、
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
棲す

め
る
環
境
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

も
大
き
な
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
栄
村

で
は
36
箇
所
で
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
成
虫
や

卵
・
幼
虫
を
確
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

栄
村
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
チ
ョ
ウ
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
幼
虫
が
食
べ

る
植
物
（
食
草
）
が
あ
る
場
所
で
な
い
と

暮
ら
せ
な
い
か
ら
で
す
。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
、
こ
の
地
域
で

は
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
と
ウ
ス
バ
サ
イ
シ

ン
と
い
う
山
野
に
自
生
す
る
2
種
類
の
植

物
し
か
食
べ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
2
種
の
食
草
が
生
え
て
い
る
場
所

一
つ
の
方
法
』
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

生
息
地
の
森
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
ギ
フ

チ
ョ
ウ
の
餌
に
な
る
食
草
や
蜜
源
植
物
を

増
や
し
た
り
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
み
ん
な

で
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
こ
の
村
に
ど

ん
な
動
植
物
が
い
る
の
か
関
心
を
も
つ
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
様
々
な
動
植
物
が
棲す

め
る
こ
の
環
境
を
誇
り
に
し
な
が
ら
暮
ら

す
方
法
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
く
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
栄
村
に
は
、
ギ
フ

チ
ョ
ウ
以
外
に
、
人
家
近
く
に
も
希
少
な

動
植
物
が
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
栄
村
の

自
然
の
豊
か
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

自
然
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ

れ
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
は
、
ま
さ
に

そ
の
地
域
の
文
化
で
す
。こ
の
地
域
に
は
、

遥
か
縄
文
の
昔
か
ら
自
然
と
共
生
し
て
創

り
上
げ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
先
人
た
ち
の

文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
、
す
で
に
さ
な
ぎ
に
な

っ
て
、
来
春
ま
で
の
長
い
眠
り
に
つ
い
て

い
ま
す
。
ど
う
か
来
春
も
、
そ
の
美
し
い

姿
に
出
会
え
ま
す
よ
う
に
。

　

私
た
ち
の
活
動
報
告
は
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
的
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

�

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

カタクリの蜜を吸うギフチョウ。
その姿から『春の妖精』とも呼ばれる。

ギフチョウの食草
上：コシノカンアオイ（常緑性）
下：ウスバサイシン（落葉性）

集落の近くで見かけたら、商工観
光課までご連絡ください。

（☎0269-87-3355）
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.58

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
、

6
月
28
日
に
第
1
回
「
お
宝
め
ぐ
り
」
を

行
い
ま
し
た
。
津
南
町
・
栄
村
か
ら
総
勢

10
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
８
月
に
入
り
今
年
の
夏
は
ど
ん

な
予
定
を
組
ん
で
お
り
ま
す
か
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見
え
な
い
な

か
、遠
出
は
せ
ず
に
地
元
に
あ
る
も
の
を
、

近
く
に
あ
る
も
の
を
大
切
に
し
て
み
る
の

も
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
仏
教
の
言
葉
で

「
知
足
」
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
足

る
を
知
る
。
自
分
た
ち
は
こ
ん
な
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
を
肌
で

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

上
野
原
に
は
、
昨
年
度
設
置
し
た
展
望

台
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
も
う
行
か
れ

ま
し
た
か
？
そ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
そ

こ
か
ら
何
が
見
え
る
の
？
な
ど
疑
問
に
思

っ
て
い
る
方
、
い
や
、
そ
も
そ
も
展
望
台

の
存
在
を
知
ら
な
い
方
が
多
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
展
望
台
と
は
、
天
池
の

駐
車
場
か
ら
徒
歩
５
分
程
度
で
行
け
ま

す
。
写
真
に
も
あ
る
よ
う
に
、
鳥
甲
山
を

一
望
で
き
ま
す
。
行
く
際
は
双
眼
鏡
を
お

持
ち
い
た
だ
け
る
と
よ
り
景
色
を
満
喫
で

き
ま
す
ね
。

　

推
進
室
で
は
９
月
ま
で
に
展
望
台
に
看

板
を
設
置
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

天
池
の
周
辺
に
は
観
光
協
会
が
設
置
し

て
く
れ
た
ベ
ン
チ
も
あ
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ス
ポ
ッ
ト
、
ツ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
ご
利
用
で
き
ま
す
。
涼
み
に
秋
山
へ
出

か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

�

（
文
責　

南
雲
）

第４回　８月16日㈰
詳細についてはジオパーク推進室

☎025-765-1600まで

お宝めぐりの
ご案内
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６月火災・救助・救急出動件数

最高気温 32.7℃ ６月９日㈫

最低気温 11.7℃ ６月８日㈪

平均気温 21.3℃ 総 雨 量 156.5㎜

栄村の気象（６月）

世帯数 800世帯 前月比−3
人　口 1,766人 −2
男 848人 −1
女 918人 −1

出生 1
死亡 2
転入 0
転出 1

世帯と人口（７月１日現在） ６月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 80 飯山日赤� 5

津南病院� 2
そ の 他� 2
不 搬 送� 0
合　　計� 9
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 17

野沢温泉村 0 0 12

栄 村 2 0 9

管 轄 外 等 0 0 5

備えよう　防火の心と　住警器

８月の納税等
〇村県民税　　　　　　　　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料　〇簡易水道料
〇温泉休憩所使用料　　　　〇学童保育料　

◆◆ 編集後記 ◆◆
　７月は連日の雨で、畑作業が思うようにでき
ないという声を多く聞きました。また、７月８
日には長野県内において激しい降雨があり、栄
村でも月岡地区の一部の水田が冠水するほどに
千曲川の水位が上昇しました。
　村では、こうした豪雨等に的確に対応するた
め、２７日㈪に水害対策訓練を実施し、今後の村
の災害対応力の強化を図りました。
　村民の皆さんも有事の際に備えて避難場所の
確認を行いましょう！

生活カレンダー８月
25
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
9
時
～
11
時
】

６
日
㈭
・
７
日
㈮　

健
診
結
果
報
告
会

【
保
健
だ
よ
り
参
照
】

12
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
集
団
検
診
室　

午
前
９
時
～
12
時
】

24
日
㈪　

あ
そ
び
の
教
室

【
北
信
保
育
園　

午
前
９
時
半
】

25
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室

【
集
団
検
診
室　

午
前
10
時
～
11
時
】

29
日
㈯　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
前
10
時
か
ら
】

31
日
㈪　

乳
児
健
診

【
集
団
検
診
室　

午
後
１
時
20
分
か
ら
】

〇
診
療
所
（
内
科
）

　

８
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬
・
17
日
㈪

※
13
日
㈭
の
午
前
は
秋
山
診
療
、午
後
は
通
常
診
療

※
14
日
㈮
は
一
日
通
常
診
療

〇
歯
科
診
療
所

　

８
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
・
17
日
㈪

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　8月31日㈪　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　８月24日㈪
　八十二銀行・県信　８月25日㈫

佑

栄
村
診
療
所
・
歯
科
診
療
所
の

お
盆
期
間
中
の
休
診
日
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　６月15日から開催された第２回定例議会は、宮川村長の初議会となり
ました。
　所信表明では、村の財政について、次年度以降一般会計当初予算で27
億円程度を目標とすることや、役場組織の各業務の連携や、事業推進の
統一性と合理性を高めていくために組織の改編、仮称「営農システム支

援室」の設置、保健師等による巡回訪問体制の確立、建設関係事業や教育文化について、計６つを重点
目標として掲げました。
　「恵まれた自然や歴史、文化に自信をもって、一人一人が自由におおらかに、そして希望の持てる栄
村をつくっていく」と、決意を述べました。

　７月20日に開催された第２回臨時議会は、６月22日に就任された桑原
副村長の初議会となりました。
　「村民の皆さん一人一人が輝く、活躍できる村づくりの一役を担って、
職員全員が一丸となって進んでいく村長の右腕になれるよう精進してい
きたい」と力強い挨拶がありました。ご活躍をご期待いたします。

栄村
議会報

発　行　栄 村 議 会
責任者　福 原 和 人
編　集　議会報編集委員会

第195号

内容：○宮川村長　所信表明　○桑原副村長　初議会　○主な可決案件　○請願・陳情審査結果　
　　　○栄村議会として意見書２件を提出　○一般質問７名　○令和２年度予算推移

令和2年6月定例議会・7月臨時議会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

◆専決処分について
　【令和元年度　栄村国民健康保険特別

会計（事業勘定）補正予算（第３号）】

・想定以上に入院する方や手術を受けられた方が多数おられたことにより保
険給付費に療養給付費、高額療養費を追加計上

・補正額：9,000千円

◆専決処分について
　【栄村税条例等の一部を改正する条例

の制定について】

・全ての一人親家庭に対して公平な税制を実現する観点から、婚姻歴の有無
による不公平と、男性の一人親と女性の一人親の間の不公平感を同時に解
消するため、婚姻歴の有無や性別に関わらず、生計を一にする子を有する
単身者について同一の控除を適用することとし、個人住民税の人的非課税
措置の見直しをしたもの等

宮川村長　所信表明

桑原副村長　初議会
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案　件　名 内　　容

◆専決処分について
　【固定資産評価審査委員会条例の一部

を改正する条例の制定について】

・固定資産評価審査委員会条例の中で参照している「行政手続き等における
情報通信の技術の利用に関する法律」に、法律名の変更と条ずれがあった
ことに伴って改正を行うもの

◆専決処分について
　【栄村国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について】

・地方税法の一部改正がされたことにより、栄村国民健康保険税条例の一部
を改正。医療分に掛かる課税限度額を61万円から63万円に、介護分に掛か
る課税限度額を16万円から17万円に引き上げる改正など

◆専決処分について
　【令和２年度　栄村一般会計補正予算
（第１号）】

・新型コロナウイルス感染症の感染症対策事業の特別定額給付金事業費と、
子育て世帯への臨時特別給付金事業費、新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策のため、営業の自粛を行った事業者に対する協力金

・補正額：192,930千円

◆令和２年度　栄村一般会計補正予算
　（第２号）

・番号制度システム中間サーバー利用負担金：2,873千円
・県からの職員派遣にかかる経費：6,885千円
・新型コロナウイルス感染対策経費関係：30,330千円など
・補正額：59,922千円

◆令和２年度　栄村簡易水道特別会計補
正予算（第１号）

・箕作ライスセンター周辺の交差点改良に伴い水道管の布設替えを行うため
・補正額：1,500千円

◆栄村税条例の一部を改正する条例の制
定について

・新型コロナウイルス感染症に掛かる緊急経済対策における税制上の措置を
行う地方税法等が一部改正されたことに伴い、栄村税条例の一部を改正す
るもの。厳しい経営環境にある中小事業者に対して、令和３年度分に限り償
却資産及び事業用家屋に掛かる固定資産税の負担軽減を適応するもの及び
生産性革命の実現に向けた固定資産税の特例措置を適用する規定となる等

◆栄村消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例の制定について

・非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い条
例の一部を改正するもの。非常勤消防団員等の公務に掛かる補償基礎額の
最低額を8,900円にするとともに、階級及び勤務年数の区分に応じて引き
上げるもの等

◆栄村国民健康保険条例の一部を改正す
る条例の制定について

・給与の支払いを受けている国民健康保険の被保険者が新型コロナウイルス
に感染または感染が疑われ、労務に服することが出来なかった時に、所定
の計算に基づき傷病手当金の支給を行うもの

◆栄村特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

・子ども・子育て支援法（令和元年５月17日交付）及び国の特定教育・保育
施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正（令和元年５
月31日交付）が同年10月１日に施行されたことに伴い、栄村特定教育・保
育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例を改正す
るもの。３歳以上児の幼児教育・保育無償化に伴い、副食の提供に要する
費用に掛かる免除者の基準について、年収360万円未満相当世帯の子ども
たちと全ての世帯の第３子以降の子どもたちについて副食の費用が免除に
なる等

◆栄村農業委員会委員の任命について
　（10名）

・栄村農業委員会委員の任期が令和２年７月19日をもって満了となるため
・山本　幸章（やまもと　ゆきあき）（野田沢）
・保坂　政勝（ほさか　　まさかつ）（箕　作）
・齋藤　元一（さいとう　もといち）（天　代）
・島田　裕水（しまだ　　ひろみ）　（青　倉）
・油科　恵子（ゆしな　　けいこ）　（平　滝）
・中村久美子（なかむら　くみこ）　（長　瀬）
・福原　高男（ふくはら　たかお）　（小赤沢）
・福原　　初（ふくはら　はじめ）　（横　倉）
・廣瀬　秀勝（ひろせ　　ひでかつ）（　森　）
・樋口　秀孝（ひぐち　　ひでたか）（　森　）

― 追加議案 ―
◆栄村副村長の選任について ・桑原全利（くわはら　たけとし）（北野）

― ７月臨時議会 ―
◆令和元年度　令和元年10月11日～13日発生

台風19号豪雨災害復旧事業
東部水利地区工事請負契約の締結について

・工事の場所：東部水利組合　頭首工の災害復旧工事（坪野）
・契 約 金 額：78,100千円
・受　注　者：株式会社　サンタキザワ

◆令和２年度　建設機械整備（雪寒機
　械）事業　除雪ドーザ13ｔ級の購入に

ついて

・取得の目的：村道等の除排雪
・取 得 価 格：18,535千円
・取　得　先：株式会社　前田製作所　飯山営業所
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請願件名 請 願 趣 旨 請 願 者 紹介議員 審査結果

自家増殖を原
則禁止とする
種苗法「改定」
案の審議中止
を求める請願

　農水省は、2018年３月末をもって廃止した「主要農産
物種子法」に加え、今国会で「種苗法改定案」を成立さ
せる方針です。「改定案」は、これまで原則として農家
に認められてきた登録品種自家増殖を「許諾制」にする
ことで事実上一律禁止し、農家のタネ取り（自家増殖）
の権利が著しく制限されることになります。同時に許諾
手続き・費用・もしくは種子を毎年購入しなければなら
ないなど、日本の農業を支える圧倒的多数の農家にとっ
ては新たに大きな負担が発生します。これは農家の経営
を圧迫し、ひいては農業の衰退を招きかねず、「国連家
族農業の10年」や「農民の権利宣言」の精神とも背反す
るものです。
　農水省は今回の改正が「日本国内で開発された品種の
海外流出防止のため」であることを強調しています。し
かし農水省はこれまで「海外での登録品種の持ち出しや
海外での無断増殖を全て防ぐことは物理的に困難であ
り、有効な対策は海外での品種登録を行うことが唯一の
方法である」としてきました。（2017年11月付け食料産
業局知的財産課）。今回、海外での育成者権の保護強化
のために国内農家の自家増殖を禁ずることに何ら必然性
はありません。
　今回の改正案は、育成者権者にとっては大変有利であ
る一方、農家を委縮させ在来種の栽培やタネ取りを断念
させる可能性もあります。その結果、地域で種子を守っ
てきたタネ取り農家と共に多様な種子が失われ、消費者
の選ぶ権利を奪うことにも成りかねません。また、地域
の中小の種苗会社が資金的に品種登録をする余裕がない
場合、高額な登録料を支払うことのできる特定の民間企
業による種子の独占や市場の寡占化が進み、農家や消費
者の選択肢をより一層制限することになります。
　自家増殖禁止は、種子の多様性や地域に適した作物栽
培を妨げかねず、地球規模での気候変動による食料不足
が心配される中、食料自給率の低い日本においては食料
安全保障の観点にも逆行しています。
　新型コロナウイルス感染症対策に総力をあげて、不要
不急の種苗法「改正」案の国会審議を中止することを強
く求める。

栄村農民組合

代 表
石沢　正

鈴木敏彦
齋藤康夫

採　択

※意見書と
　して提出

陳情件名 陳情趣旨・陳情事項 陳　情　者 審査結果

国の責任によ
る35人学級推
進と教育予算
の増額を求め
る陳情書

１．どの子にもゆきとどいた教育をすすめるために、国
の責任による35人学級の計画的推進と教育予算の増
額を求める意見書を、政府および関係行政官庁あて
に提出していただきたい。

２．国の複式学級の学級定員を引き下げるよう求める意
見書を、政府および関係行政官庁あてに提出してい
ただきたい。

栄村教職員組合

代表　城取　良祐

採　択

※意見書と
　して提出

義務教育費国
庫負担制度の
堅持・拡充を
求める陳情書

１．教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要
不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率
を２分の１に復元する等拡充することの意見書を政
府及び関係行政官庁あてに提出していただきたい。

請願・陳情　審査結果
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意見書名 概 　 　 略 送 付 先

地方議会議員
の厚生年金制
度への加入を
求める意見書

　地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由度が拡大し、自主性及び自立
性の高まりが求められる中、住民の代表機関である地方議会の果たすべき役割と
責任が各段に重くなっている。
　また、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が
求められている。
　しかしながら、昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候
補者が減少し、無投票当選が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会議員へ
のなり手不足が大きな問題となっている。
　こうした中、地方議会議員の年金制度を時代にふさわしいものにすることが、
議員を志す新たな人材の確保につながっていくものと考える。
　よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議
会議員の厚生年金制度加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
内閣官房長官
財務大臣
厚生労働大臣
総務大臣

電源立地地域
対策交付金の
恒久化を求め
る意見書

　長野県下水内郡栄村は日本一の大河・千曲川（信濃川）、２千ｍ級の火山に挟
まれた渓谷を下る中津川など多くの川が流れる、人口1,700人余の小さな山村で
す。この山河が生み出す豊かな水資源に着目した電力会社が栄村に多くのダムを
設置しています。
　その中の一つ、隣接の飯山市との境界の近くに位置する、水力発電量日本第2
位の東京電力信濃川発電所の西大滝ダムについて少しご紹介します。
　西大滝ダムは、昭和14（1939）年に完成し、その運用はすでに80年に及んでい
ます。西大滝ダムは千曲川から大量の水を取水し、栄村を流れる千曲川は減水区
間となり、夏期には水無川に近い状態になりました。ダム完成以前は漁獲量が
１万８千～４万尾と言われたサケの遡上が大幅に減少するなど、村民の暮らしに
多大なる支障を生じさせてきました。平成23（2011）年の水利権更新の際、維持
流量毎秒20トンとされましたが、それによってもかつての河川環境を取り戻すに
はまったく不充分な状況です。環境・内水面・安全等が崩れていく中で、山村地
域の豊かな自然を生かす村づくりに多大な支障を引き起こしています。
　また、最近では、令和元（2019）年10月、東日本台風（台風19号）による大雨
で千曲川流域に甚大なる被害がもたらされました。千曲川が栄村に流入する直前
の場所にある西大滝ダムは毎秒9,000トンの流量に辛うじて耐えうるとされてい
ますが、台風19号時の上流・立ヶ花観測所での最大流量は毎秒8,387トンに達し
ました。その後、台風19号時に破堤した上流域で堤防が強化されたことから、今
後、台風19号クラスの大雨の場合、西大滝ダムでは毎秒9,000トンを超える流量
が予想され、西大滝ダムの存在は栄村の村民にとって大きな不安を引き起こすも
のとなっています。
　こうした中で、昭和56（1981）年から交付されてきた電源立地地域対策交付金
は、最大交付期間が40年間とされているため、本年度（令和２年度）末に交付期
間が終了します。
　西大滝ダムをはじめとする多くのダムの存在によって住民生活が多大なる犠牲
を強いられ、さらに最近では気候変動の影響もあるといわれる台風19号等の自然
災害の脅威がダムの存在によってより大きくなる中で、ダムが稼働し続けている
にもかかわらず、電源立地地域対策交付金が打ち切られることは、あまりに理不
尽です。
　栄村に対する同交付金は年額約1,400万円ですが、通常年間財政規模25～30億
円の栄村財政にとってきわめて大きくかつ重要な財源です。村は同交付金を西大
滝ダムのすぐ下流に位置する村内唯一の保育所・北信保育園の施設運営経費等に
充てています。この1,400万円の財源を失うことは、超過疎化が進む栄村の財政
に大打撃を与えます。
　こうした状況をふまえ、電源立地地域対策交付金の交付期間の恒久化を強く求
めるものです。また併せて、交付単価の引き上げ等、交付水準の一層の改善を求
めます。

内閣総理大臣
財務大臣
経済産業大臣
自然エネルギ
ー庁長官

栄村議会として意見書２件を提出
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村
長
我
が
国
の
優
良
品
種
が
海
外
に
流

出
を
し
て
他
国
で
増
産
さ
れ
、
第

三
国
に
ま
た
輸
出
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
未
登
録
の
品
種
、
一
般

の
品
種
に
は
承
諾
の
必
要
は
な
い
。
一
般
の

農
家
に
は
大
き
な
負
担
は
な
い
と
国
の
説
明

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
様
々
な
皆
さ
ん
か
ら

今
後
に
つ
い
て
負
担
や
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
今
国
会
で
は
成
立
が
見
送
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
の
種
苗
法
の
改

正
に
つ
い
て
新
た
に
こ
う
い
っ
た
問
題
も
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
色
ん
な
面
か
ら

こ
う
い
っ
た
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。

質
問
３
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、
白

馬
高
校
の
生
徒
た
ち
が
行
動
を
起

こ
し
地
域
社
会
を
動
か
し
た
。
２
０
５
０
年

ま
で
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

村
長
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。

昨
年
の
台
風
に
よ
る
異
常
な
水
量
、
冬
期
間

の
小
雪
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
異
常
な
こ
と

が
肌
で
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

栄
村
は
大
き
な
自
然
を
抱
え
て
い
る
。
こ

の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
積
極

的
な
姿
勢
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問
種
子
法
は
２
０
１
８
年
に
財
界
な

ど
の
要
求
で
廃
止
さ
れ
た
。
し
か

し
、
関
係
者
の
運
動
の
成
果
で
半
数
の
道
県

条
例
と
な
り
、
種
子
法
の
趣
旨
を
継
続
し
て

い
る
。

　

自
家
増
殖
の
禁
止
は
、
登
録
品
種
だ
け
だ

か
ら
影
響
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
改

正
案
の
中
身
は
登
録
手
続
き
が
緩
和
さ
れ

る
。
登
録
し
た
品
種
と
特
性
が
一
致
す
る
と

推
定
さ
れ
る
在
来
品
種
は
、
登
録
品
種
と
み

な
す
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
村
で
栽

培
さ
れ
る
珍
し
い
種
が
他
で
増
殖
さ
れ
登
録

さ
れ
る
と
育
成
者
権
が
発
生
す
る
こ
と
で
村

で
の
栽
培
が
で
き
な
く
な
る
。
見
送
ら
れ
た

法
案
も
、
い
ず
れ
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
阻
止

す
る
必
要
が
あ
る
。
如
何
か
。

村　長

色
ん
な
面
か
ら
も
こ
う
い

っ
た
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
う
。

種
苗
法
改
正
案
は
見
送
ら

れ
た
が
、
い
つ
取
り
上
げ

ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

阻
止
す
る
必
要
が
。

齋
藤
康
夫
議
員

自
家
増
殖
を
原
則
禁
止
と
す
る

種
苗
法
「
改
正
」
案
に
つ
い
て

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
か

ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

れ
て
い
る
、
ま
た
、
あ
る
分
野
で
は
二
重
化

が
見
ら
れ
る
。

村
長
村
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
依

存
度
が
少
し
高
く
な
り
す
ぎ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
社
協
と
の
話
し
合
い
を

持
ち
な
が
ら
指
定
管
理
の
内
容
、委
託
内
容
、

補
助
内
容
等
に
つ
い
て
、
精
査
を
進
め
て
い

く
考
え
で
す
。

松
尾
社
協
の
決
算
の
監
査
も
、
村
の
決

算
の
監
査
も
同
じ
監
査
員
が
や
っ

て
お
ら
れ
る
。
同
じ
だ
と
。
社
協
は
い
っ
た

い
ど
う
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
な
か
な
か

見
え
て
こ
な
い
。
今
後
是
非
も
っ
と
透
明
な

形
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

森
川
前
村
長
が
設
置
し
た
「
観
光
の
あ
り

方
研
究
委
員
会
」
を
、
続
け
る
お
考
え
か
。

　

村
と
観
光
協
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
抜
本

的
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

村
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
。

村
長
観
光
の
あ
り
方
研
究
会
委
員
は
本

年
９
月
迄
の
任
期
。
継
続
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

以
前
よ
り
多
額
の
補
助
金
が
観
光
協
会
に

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
行
政

の
あ
り
方
、観
光
協
会
の
役
割
を
再
考
し
て
、

村
と
観
光
協
会
の
関
係
に
つ
い
て
の
改
善
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
度
の
観
光
協
会
か

ら
出
さ
れ
た
実
績
報
告
書
、
ま
た
今
年
の
予

算
に
お
い
て
の
補
助
の
内
容
等
こ
れ
か
ら
精

査
し
て
色
々
詰
め
て
い
き
た
い
。

松
尾
村
が
栄
村
振
興
公
社
に
８
千
万
円

出
し
た
出
捐
金
の
処
理
、
前
森
川

村
政
で
は
権
利
の
放
棄
に
当
た
ら
な
い
と
い

う
対
応
。
９
月
の
決
算
で
、
８
千
万
円
が
ど

う
し
て
ゼ
ロ
に
な
っ
た
の
か
説
明
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
対
処
し
て
い
く
考

え
か
。

村
長
栄
村
振
興
公
社
の
解
散
に
当
た
っ

て
栄
村
が
全
く
関
与
し
て
い
な
い

と
の
判
断
は
難
し
く
、
道
義
的
に
も
議
会
の

議
決
を
図
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

松
尾
社
協
へ
の
指
定
管
理
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
全
面
委
託
か
ら
３
年

余
り
の
時
が
経
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
に
つ

い
て
検
証
が
必
要
だ
。
介
護
事
業
の
あ
る
分

野
で
は
、
事
業
が
村
か
ら
社
協
に
丸
投
げ
さ

村　長

課
題
の
整
理
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す

「
財
政
の
健
全
化
を
め

ぐ
る
諸
問
題
」に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る

松
尾　
眞
議
員

出
捐
金
、
社
協
へ
の
膨
大
な

支
出
、
村
と
観
光
協
会
の
関

係
に
つ
い
て
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村
長
旧
宝
山
荘
付
近
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
は
、
十
日
町
地
域
振
興
局
、

ま
た
、
津
南
町
さ
ん
に
も
お
願
い
を
し
、
一

生
懸
命
推
進
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
こ
れ
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
及

び
、
第
８
期
介
護
保
険
料
（
65
歳

以
上
）
に
つ
い
て
。

村
長
令
和
９
年
度
、
統
一
保
険
料
と
な

っ
た
際
は
急
激
に
大
き
な
負
担
と

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
統
一
保
険
料
と

な
る
前
に
適
正
な
積
算
を
行
い
、
改
定
の
検

討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
認
識
に
立

っ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
第
８
期
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
今
後
開
催
さ
れ
る
懇
話
会

に
諮
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
議
論
を
し
、
金

額
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
液
の
不
足
の

対
応
や
、
高
齢
者
へ
の
マ
ス
ク
等

の
配
布
の
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
お
盆

の
帰
省
客
等
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

中
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

村
長
今
後
の
感
染
動
向
、
色
ん
な
状
況

を
見
定
め
な
が
ら
全
村
民
へ
の
マ

ス
ク
等
の
配
布
も
検
討
し
た
い
。

民
生
課
参
事

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
の
相
談
や
心
配
事

に
つ
い
て
「
暮
ら
し
と
健
康
の
相
談
窓
口
」

（
８
７
─

３
０
２
０
）
で
相
談
を
受
け
て
い
る

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

質
問
令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
見
直
し

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
財

政
規
模
の
展
望
を
お
考
え
か
。

村
長
各
種
施
策
は
慎
重
に
協
議
し
な
が

ら
、
修
正
で
き
る
も
の
は
９
月
定

例
議
会
以
降
に
提
案
す
る
。
次
年
度
の
財
政

規
模
は
27
億
円
程
度
を
目
標
と
す
る
。

質
問
農
家
支
援
策
に
つ
い
て
、第
５
期
中

山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
事
業

を
始
め
、農
家
支
援
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

産
業
建
設
課
参
事

第
５
期
で
は
、
新
た
に

集
落
戦
略
の
策
定
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
村
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
稲
作
農
家
の

新
た
な
支
援
措
置
と
し
て
10
ａ
当
た
り
５
，

０
０
０
円
を
交
付
す
る
。

質
問
道
路
改
良
等
の
継
続
は
ど
う
な
る

の
か
。

村　長

９
月
定
例
議
会
以
降
に
提
案

す
る
。次
年
度
の
財
政
規
模
は

27
億
円
程
度
を
目
標
と
す
る
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
見

直
し
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、財
政
規
模
の
展
望
は
。

上
倉
敏
夫
議
員

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

け
て
い
る
が
、
観
光
は
観
光
事
業
者
が
主
役

と
思
っ
て
い
る
。
人
と
人
の
繋
が
り
が
観
光

の
す
べ
て
で
あ
る
。
観
光
行
政
、
観
光
協
会

の
あ
り
方
、
役
割
、
も
う
一
度
栄
村
観
光
総

体
を
含
め
て
皆
さ
ん
と
真
剣
に
考
え
る
時
期

に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
観
光
が
動
き
出

す
よ
う
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。

民
生
課
長
診
療
所
で
は
、
コ
ロ
ナ
に
関

し
て
、
発
熱
の
あ
る
方
は
別

の
受
付
空
間
を
設
け
る
な
ど
対
策
し
て
い
る

が
、
保
健
所
や
役
場
内
に
お
い
て
相
談
を
し

な
が
ら
近
隣
医
療
機
関
に
依
頼
す
る
独
自
の

検
査
体
制
や
、
各
種
機
材
の
確
保
等
の
想
定

を
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
を
図
る
た
め
に
新

し
い
生
活
様
式
定
着
に
向
け
て
啓
発
活
動
の

取
り
組
み
、
３
密
を
避
け
る
、
マ
ス
ク
着
用
、

手
指
消
毒
、
都
市
部
へ
の
往
来
の
自
粛
を
継

続
し
て
村
民
に
広
報
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

質
問
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
本

年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
る
。
そ

の
額
は
１
，
４
０
０
万
円
ほ
ど
だ
が
、
貴
重

な
財
源
の
延
長
を
考
え
る
が
。

村
長
地
方
６
団
体
に
よ
る
要
望
書
を
提

出
し
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
貴
重
な
財
源
な
の
で
是
非
議
会
と
し
て

も
地
方
自
治
法
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
な
ど

の
要
望
活
動
を
一
緒
に
お
願
い
し
た
い
。

質
問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、

新
し
い
生
活
様
式
の
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存

の
道
を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
こ
で
公
衆
衛
生
を
進
め
る
行
政
側
、
ま

た
、
村
民
主
権
の
村
の
皆
さ
ん
が
主
人
公
で

あ
る
な
ら
ば
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
を
守

る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。
こ
の
公
衆
衛
生
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
人
と
人
の
往
来
が
あ
っ

て
成
り
立
つ
観
光
は
、
緊
急
事
態
宣
言
で
遮

断
さ
れ
て
い
る
。
営
業
自
粛
な
ど
で
協
力
金

や
寄
付
金
な
ど
で
手
当
て
さ
れ
て
い
る
が
、

本
来
持
続
可
能
な
営
業
を
し
よ
う
と
す
る
施

設
に
と
っ
て
本
当
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
栄
村
の
観

光
は
ど
う
す
る
の
か
。

村
長
栄
村
の
観
光
は
厳
し
い
状
況
の

中
、
更
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

村　長

皆
さ
ん
と
真
剣
に
考
え

る
時
期
に
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
栄
村
の
観

光
は
ど
う
す
る
の
か
。

相
澤
博
文
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
つ
い
て
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応
す
る
た
め
に
行
動
は
慎
重
に
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
そ
の
時
々
に
責
任
あ
る
ト
ッ
プ

と
し
て
の
決
断
が
で
き
る
覚
悟
を
も
っ
て
栄

村
の
防
災
に
臨
む
。
記
録
と
い
う
も
の
は
本

当
に
残
す
べ
き
事
務
的
な
詳
細
な
も
の
、
関

わ
っ
た
方
々
の
継
承
も
必
要
と
考
え
る
。
す

べ
て
は
難
し
い
が
、
第
三
者
、
専
門
的
な
見

地
か
ら
の
記
録
が
必
要
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
残
し
て
い
き
た
い
。

質
問
現
在
村
民
の
足
と
し
て
デ
マ
ン
ド

交
通
や
タ
ク
シ
ー
利
用
券
補
助
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
費
用
対
効
果
や
利

便
性
、
公
平
性
に
お
い
て
上
手
く
い
っ
て
い

な
い
。
必
要
な
制
度
で
あ
る
が
見
直
し
は
。

ま
た
、震
災
以
降
、商
店
の
廃
業
が
進
ん
で
い

る
。
村
民
の
生
活
環
境
が
大
変
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
買
う
方
も
売
る
方
も
人
口
減

に
よ
り
大
変
で
、
危
機
感
を
も
っ
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
策
で
あ
る
。
今

後
の
村
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

ど
の
よ
う
に
生
活
環
境
を
整
え
て
い
く
の
か
。

村
長
買
い
物
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
の

増
加
と
小
売
商
店
の
廃
業
は
、
村

民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
難
し

い
問
題
。
個
人
で
は
厳
し
い
。
地
域
の
集
団

で
運
営
し
て
も
ら
え
ば
理
想
的
。
デ
マ
ン
ド

や
タ
ク
シ
ー
補
助
は
、
各
課
が
入
り
混
じ
っ

て
色
ん
な
対
策
を
講
じ
て
い
て
大
変
複
雑
。

も
っ
と
統
制
が
取
れ
た
形
に
し
て
、
更
に
利

便
性
が
良
く
な
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

質
問
栄
村
を
襲
っ
た
大
震
災
か
ら
10
年

と
な
る
。
こ
の
間
、
小
さ
な
地
震

や
風
水
害
、
火
災
等
災
害
は
起
き
て
い
る
。

災
害
は
い
つ
来
る
か
予
測
で
き
な
い
。
多
種

の
災
害
か
ら
村
民
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
防

災
対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
去
年
の
台

風
19
号
の
災
害
本
部
会
議
の
議
事
録
は
無
い

と
言
う
が
、
後
で
検
証
が
で
き
な
い
。
対
応

の
過
程
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
次
の
災
害
に
生

か
せ
な
い
。
村
民
や
対
応
に
当
た
っ
た
人
し

か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
役
場
だ
け
で

は
な
く
村
民
の
代
表
や
関
係
者
を
入
れ
た
防

災
会
議
を
設
置
し
、
記
録
を
残
し
検
証
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
。

村
長
震
災
か
ら
10
年
。
一
言
で
言
い
表

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
よ
く
こ

こ
ま
で
来
た
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
い
つ
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
様
々
な
災
害
に
対

村　長

本
当
に
残
す
べ
き
事
務
的

な
詳
細
な
も
の
、
関
わ
っ

た
方
々
の
継
承
も
必
要
。

防
災
会
議
を
設
置
し
、

記
録
を
残
し
検
証
で

き
る
よ
う
に
。

保
坂
良
徳
議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

村
民
の
生
活
環
境
対
策
に
つ
い
て

無
圧
雪
バ
ー
ン
を
拡
大
す
る
と
か
、
雪
国
体

験
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
取
り
組
む
と
か
、
個

性
化
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
。

指
定
管
理
制
度
に
よ
っ
て
、
圧
雪
車
や
リ
フ

ト
等
の
新
設
更
新
に
過
疎
債
も
充
当
で
き
る

と
い
っ
た
こ
と
も
今
後
の
営
業
を
続
け
て
い

く
上
で
重
要
な
要
件
だ
と
捉
え
て
い
る
。

質
問
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
は
、
平

成
８
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
初

年
度
の
実
質
売
上
２
，
６
７
１
万
２
千
円
。

歳
出
総
額
４
，
６
７
９
万
４
千
円
。
平
成
９

年
度
で
既
に
一
般
会
計
か
ら
６
，
７
５
１
万

９
千
円
が
繰
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
以
後
毎
年

多
額
の
繰
入
れ
が
さ
れ
、
平
成
19
年
頃
か
ら

は
過
疎
債
、
補
助
金
も
繰
入
れ
、
よ
う
や
く

維
持
し
て
い
る
。
売
り
上
げ
の
ピ
ー
ク
は
、

平
成
13
年
の
４
，
０
５
６
万
９
千
円
。
近
年

で
は
３
千
万
円
弱
。
巨
額
な
赤
字
が
膨
ら
む

一
方
、
近
年
中
に
リ
フ
ト
の
大
規
模
改
修
が

必
要
と
聞
い
て
い
る
。
全
基
改
修
は
現
実
的

と
は
思
え
な
い
。
赤
字
解
消
の
策
は
。

村
長
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
と
し
て

は
、
豊
富
な
雪
の
量
を
武
器
に
個

性
化
を
図
っ
て
い
く
。
赤
字
経
済
的
な
事
よ

り
、
ま
ず
は
栄
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い

く
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が
こ
の
ま
ま

で
い
い
と
は
思
わ
な
い
。
初
心
に
戻
り
、
村

民
に
親
し
ま
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
村
民
か
ら
も
セ
ー
ル
ス
を
し
て
い
た
だ

き
、
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
セ
ー
ル
ス
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
む
。

質
問
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
は
、
ス

キ
ー
場
と
し
て
は
競
争
力
に
欠
け

る
が
、
例
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な
ど
雪

を
武
器
に
す
る
こ
と
や
、
シ
ー
ズ
ン
外
の
活

用
に
向
け
て
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。「
冬
の

栄
村
を
プ
ラ
ス
思
考
に
」
と
は
、
具
体
的
な

考
え
を
伺
う
。

村
長
平
成
８
年
に
総
工
費
約
33
億
円
で

村
営
の
ス
キ
ー
場
が
誕
生
し
た
。

冬
を
活
性
化
す
る
起
爆
剤
と
し
て
経
済
の
循

環
と
雇
用
の
確
保
や
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち

の
元
気
に
繋
げ
る
こ
と
や
、
ま
た
、
村
民
が

も
つ
雪
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
。
栄
村
総
体

に
大
き
な
輝
き
を
ス
キ
ー
場
は
与
え
て
く
れ

た
。
１
年
の
３
分
の
１
雪
が
あ
る
栄
村
の
生

活
の
中
で
、
ス
キ
ー
場
の
存
続
は
必
要
と
い

う
認
識
は
変
わ
ら
な
い
が
、
今
の
ま
ま
で
良

い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
ゲ
レ
ン
デ
の
中
に

村　長

初
心
に
戻
り
、
村
民
に
親

し
ま
れ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー

場
の
赤
字
解
消
策
は
。

桑
原
武
幸
議
員

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
の

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
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や
問
題
点
な
ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今

後
に
つ
い
て
。

村
長
あ
ま
り
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
現
状

の
体
制
は
変
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
職
員

が
居
る
と
こ
ろ
に
は
支
援
員
は
要
ら
な
い
と

思
う
し
、
本
当
に
困
る
集
落
に
は
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

質
問
コ
ロ
ナ
問
題
は
村
に
何
を
問
い
か

け
て
い
る
か
。

　

村
独
自
の
施
策
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
。

　

私
は
、
住
民
目
線
で
行
政
を
行
う
こ
と
。

村
長
が
大
事
に
す
る
住
民
＝
主
権
者
を
い
か

に
守
る
か
を
教
え
て
い
る
の
で
は
と
強
く
感

じ
る
。

村
長
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
の
危
機
管
理
体
制
で
臨
む
。

栄
村
の
未
来
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
い

掛
け
と
思
っ
て
い
る
。

　

独
自
施
策
に
つ
い
て
「
近
隣
と
肩
を
並
べ

る
」「
国
・
県
の
指
示
待
ち
」
の
話
も
あ
っ

た
が
、
独
自
に
や
り
た
い
こ
と
も
あ
る
し
気

持
ち
も
あ
る
が
、
な
か
な
か
そ
う
も
な
ら
な

い
部
分
も
あ
り
、
葛
藤
も
あ
る
が
、
独
自
の

考
え
、
個
性
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。

質
問
村
長
は
「
未
来
に
繋
が
る
村
づ
く

り
」
を
公
約
し
て
い
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
村
民
の
活
力
を
引
き
出
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
活
力
を
引
き
出
す
に
は
何

が
求
め
ら
れ
る
か
。

村
長
健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
る
こ
と

で
あ
り
、
暮
ら
し
て
い
く
上
で
価

値
観
を
何
処
に
置
く
か
、
自
分
の
足
元
、
身

の
回
り
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
。
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ

る
行
政
、
役
場
組
織
を
つ
く
り
、
村
民
と
の

協
調
関
係
を
高
め
る
こ
と
が
力
を
引
き
出
す

こ
と
に
繋
が
る
と
思
う
。
ま
た
、
公
民
館
・

社
会
教
育
活
動
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
集
落
を
担
当
す
る
職
員
は
、
集
落

と
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
、
現
状

村　長

良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す

行
政
を
。

住
民
目
線
か
ら
の

自
治
を
。

鈴
木
敏
彦
議
員

村
づ
く
り
、
住
民
自
治
・
地

方
自
治
に
つ
い
て

職
員
の
集
落
担
当
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問

題
点
に
つ
い
て

◆令和２年度　栄村予算推移◆
区　　分 当初予算 ５月補正 ６月補正 最終予算額 増 減 額 増減率％ 構 成 比

一 般 会 計 2,958,000 192,930 59,922 3,210,852 252,852 108.55

特　別　会　計

国 民 健 康 保 険
事 業 勘 定 238,148 238,148 0 100.00 21.7%

国 民 健 康 保 険
施 設 勘 定 123,742 123,742 0 100.00 11.3%

秋 山 診 療 所 3,930 3,930 0 100.00 0.4%

後期高齢者医療 31,578 31,578 0 100.00 2.9%

介 護 保 険 418,530 418,530 0 100.00 38.1%

簡 易 水 道 69,740 1,500 71,240 1,500 102.15 6.5%

生 活 排 水 処 理 60,377 60,377 0 100.00 5.5%

農 業 集 落 排 水 14,832 14,832 0 100.00 1.4%

ス キ ー 場 114,322 114,322 0 100.00 10.4%

ケーブルテレビ 20,750 20,750 0 100.00 1.9%

特別会計合計 1,095,949 1,097,449 1,500 100.14

単位：千円	






